令和６年度　那須塩原の旅フォトコンテスト実施業務委託仕様書
１．業務の名称
令和６年度那須塩原の旅フォトコンテスト実施業務委託
２．業務の目的
本事業は、Instagramを活用したユーザー投稿型及び趣味としても人気の高い「デジタルカメラ」を使用したフォトコンテストを実施することにより、ポスターやＷＥＢなど、
今後の当市の観光ＰＲで活用できるインパクトのある魅力的な写真を収集すると同時に、
効果的な情報発信を行い、当市への旅行の動機付けを図ることを目的に実施する。
３．委託業務期間
契約締結日から令和７年３月３１日（月）まで
４．業務内容
那須塩原の魅力を訴求できる写真を収集し、効果的に情報発信するため、以下の業務を実施すること。
(１)Instagram及びＷＥＢを活用したフォトコンテストの開催
　ア　フォトコンテストの企画
　　　以下の概要をもとに、Instagramを活用したユーザー投稿型及びデジタルカメラを使用したフォトコンテストを企画すること。なお、詳細は発注者と協議の上、決定するものとする。
	那須塩原の旅フォトコンテスト概要
募集テーマ：「那須塩原」の魅力を伝えられる写真
※自身が思う那須塩原らしさを感じさせる写真であること
部　　門　：①ＷＥＢ部門
②Instagram部門

撮影場所　：栃木県那須塩原市内に限る
募集期間　：令和６年７月～令和７年１月

結果発表　：令和７年３月
入選作品数：最優秀賞（1名）優秀賞（各観光協会長賞、３名）、入選（６名）
インスタグラム賞（最大５名）
※募集テーマはこの限りではない。部門について、アイディアがあれば提案すること。
※ＷＥＢ部門は、Googleフォームを活用してデジタルカメラで撮影した作品を収集す
ること。
※応募者は、那須塩原市のＰＲ用などに使用する目的で那須塩原市観光局（当局が許可
した第三者を含む。）が入賞作品を無償かつ無期限に使用、掲載、転載などをすることを了承するものとする。
※最優秀賞への賞品（宿泊券）は別途発注者より提供する。

※２００作品以上の応募を目標とすること。


イ　フォトコンテストの運営
フォトコンテスト事務局として以下の業務を行うこと。
a) 応募要項の作成
地区別に偏りなく応募してもらえるような提案をすること。
b) 入賞作品の著作権処理

入賞作品は、那須塩原市のＰＲ用に使用する目的で、那須塩原市観光局（当
局が許可した第三者を含む。）が無償かつ無期限に使用、掲載、転載などをすることに対する了承を入賞者から得ること。
c) 応募作品のデータ及び応募者の個人情報の管理

d) 応募者・入選者との連絡調整、入選者に賞状及び賞品の提供
e) 応募作品の一次審査

応募作品の一次審査を行い、各部門の応募作品を２０作品まで絞ること。
f) 最終審査会の開催
審査については、審査会要項により発注者が指定する審査者が実施する。
なお、審査会には、アドバイスができる専門家を派遣することとする。
g) 入選作品の本人確認作業
h) データ納品

応募作品のデータを電子データに保存したものを成果物として２枚納品する

こと。

i) 著作権の扱い
応募作品の著作権は撮影者に帰属。ただし、撮影者は主催者に対し、ホー
ムページ、公式ＳＮＳアカウント等の他、関連する媒体に掲載する目的で、
作品を利用することを許諾する。

ウ フォトコンテストの告知

a) インスタグラム広告の実施

フォトコンテストに加え、魅力ある那須塩原の周知を図るため、インスタグ
ラムにて広告を実施すること。
b) チラシの作成

那須塩原への来訪者に告知するため、魅力的かつ訴求力のあるデザインのチ
ラシを、作品募集開始までに作成すること。チラシの裏面には、募集要項を盛り込むこと。校正は３回を見込むこと。ただし完成度により校正回数を増やすことがある。
　・サイズ　：Ａ４、表面カラー、裏面１色刷り
　・印刷部数：５，０００枚
エ その他効果的な募集方法や情報発信に向けた取組で効果的となる独自の提案をすること。
（２）応募作品等を活用した情報発信

コンテスト応募作品等を活用することにより現地を訪れたくなるように、ＳＮＳやインターネット上でＰＲすること。
５．業務スケジュール
受託者は、契約締結後、速やかに本業務の実施計画（実施体制表、事業計画、スケジュール等）を作成し、発注者に提出すること。
６．業務完了後の提出書類
受託者は業務完了後、速やかに委託業務完了届及び実績報告書を提出すること。なお、実績報告書は任意様式とするが、次に掲げることを明記すること。

・総応募作品数 

・入選作品及びタイトル
・入選者本人確認結果
委託料の支払いは、業務完了検査に合格した後、受託者の請求により３０日以内に支払うものとする。
７．その他
（１）本業務で必要な資料等（チラシを含む）の作成にあたり、第三者が所有する（当局及び受託者以外）が所有する素材を用いる場合には、著作権処理などを行うこと。
（２）受託者は、業務を第三者に一括して再委託することはできない。また、業務の一部
を委託する場合は、発注者と協議の上実施することとする。
（３）受託者が業務を行うにあたって個人情報を取り扱う場合には、個人情報の保護に関する法律に基づき、その取扱いに十分留意し、漏えい、滅失及びき損の防止、その他個人情報の保護に努める。
（４）受託者は、委託業務を行うに当たり、業務上知り得た秘密を他に漏らし、又は自己の利益にために利用することはできない。また、委託業務終了後も同様とする。
（５）業務の実施にあたっては、関係法令を厳守すること。
（６）本仕様書に定めのない事項については、発注者と受託者が協議の上決定する。
